
 

日
本
共
産
党
甲
賀
市
議
員
団
は
、
議
案
提
案
権
を
生
か
し
て

６
件
の
意
見
書
を
提
案
。
こ
の
う
ち
放
射
能
汚
染
、
ア
ラ
イ
グ

マ
対
策
を
求
め
る
意
見
書
は
全
会
一
致
で
採
択
。
し
か
し
国
政

の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
や
衆
院
定

数
削
減
、
沖
縄
の
基
地
問
題
に
関
す
る
意
見
書
は
賛
成
少
数
で

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
撤
回
を
求
め

る
請
願
は
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
一
般
会
計
予
算
案
に
対
す

る
動
議
も
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
結
果
は
次
の
通
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                  

 
 
 
 
 
 
 
 
         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
井
議
員
は
、
「
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
に
つ
い
て
」
、
原
発

か
ら
撤
退
し
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
と
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
へ
の

転
換
を
と
市
長
に
質
問
。
そ
の
後
、

主な議案 提案 賛成討論 反対討論 日本共産党 清風クラブ 甲政クラブ 正政会 公明党

２４年度一般会計予算案 市長 中島・服部 石川・安井 ● ○ ● ● ○

２４年度一般会計予算案を撤回のうえ編成替えを求める動議 葛原章年 石川・今村・小西的場・朏・加藤 ○ ● ○ ○ ●

２４年度国民健康保険特別会計予算案 市長 中島茂 小西喜代次 ● ○ ○ ○ ○

２４年度介護保険特別会計予算案 市長 橋本律子 小西喜代次 ● ○ ○ ○ ○

県コミュニティバス運行対策補助金の制度改正を求める意見書 服部治男 ○ ○ ○ ○ ○

防災会議に女性の視点を取り入れることを求める意見書 白坂萬里子 ○ ○ ○ ○ ○

滋賀県中小企業振興条例（案）の早期制定を求める意見書 中西弥兵衛 ○ ○ ○ ○ ○

学校施設の防災機能向上のための新たな制度創設を求める意見書 中西弥兵衛 ○ ○ ○ ○ ○

電力多消費型経済からの転換を求める意見書 中西弥兵衛 ○ ○ ○ ○ ○

放射能汚染から子どもと市民の健康を守る対策を求める意見書 山岡光広 ○ ○ ○ ○ ○

急増するアライグマの実態調査と被害対策の緊急助成を求める意見書 小松正人 ○ ○ ○ ○ ○

国のすすめる「社会保障と税の一体改革」の中止を求める意見書 安井直明 小西喜代次 加藤和孝 ○ ● ▼△ ● ●

衆院議員の比例定数を８０削減することに反対の意見書 安井直明 小松正人 石川・加藤 ○ ● ● ● ●

父子家庭支援策の拡充を求める意見書 加藤和孝 ○ ○ ○ ○ ○

新基地建設計画の撤回・普天間基地の「即時閉鎖・返還」を求める意見書 小西喜代次 山岡光広 村山庄衛 ○ ● ● ● ●

ＴＰＰ交渉への参加撤回を求める請願 ＪＡこうか等 辻重治 森嶋克己 ○ ○ ○ ▼△ ○
甲政クラブの△▼＝土山定信・葛原章年両議員が賛成。正政会の△▼＝田中新人議員のみ賛成。敬称略。

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

新
年
度
予
算
案
な
ど
を
審
議
す
る
３
月
定
例
議
会
は
２
月

22
日
か
ら
３
月
２３
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
甲

賀
市
議
団
は
安
井
直
明
議
員
が
代
表
質
問
に
、
ま
た
山
岡
光

広
・
小
松
正
人
・
小
西
喜
代
次
の
各
議
員
（
発
言
順
）
が
一

主な議案に対する各党・各会派の態度  ○は賛成、●は反対

《代表質問》 ◆「税と社会保障の一体改革」、◆原発から撤退し自然エネルギーの普及と低エネル

ギー社会への転換を、◆２４年度当初予算、◆地域市民センター開設から一年の総括と今後のあり方、

◆新庁舎建設問題、◆「公立貴生川幼稚園と保育園を残せ」という保護者の声と新施設の疑問点。 
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小西喜代次 
信楽町勅旨 

℡  83-0765 
Fax 83-0765 

安井 直明 
土山町前野 541 

℡ 67-0147 
Fax 67-1660 

山岡 光広 
甲南町森尻 16 

℡  86-2985 
Fax 86-0415 

小松 正人 
水口町名坂 128 

℡ 62-9652 
Fax 76-0150 

市民の暮らしと福祉・教育を守り、地域経済を活性化される

という立場から、甲賀市の新年度予算で、実現したこと・問題

点をピックアップしたら…。 

○子どもの医療費無料化拡充＝中学校卒業まで

通院無料（住民税非課税世帯） 

○住宅リフォーム助成制度＝昨年の補正に続き、

当初でも５０００万円を予算化 

○有害鳥獣対策事業大幅拡充＝ニホンジカ捕獲

のための対策も強化 

○自主防災総合補助拡充＝対前年度倍加。 

○幼稚園の三歳児受入れ＝伴谷・土山・大原・油

日・信楽で実施 

○地域包括支援センター信楽と土山で復活 

○防災備蓄倉庫等整備＝原発災害対策拡充 

●地域情報化基盤整備事業＝議会での充分な審

議のないまま市内全戸に「音声告知」を設置 

●庁舎改修整備事業＝耐震不可の水口庁舎の改

修を検討。旧町支所・市民センターとの機能分

担など全体検証が必要。 般
質
問
に
た
ち
、
市
民
の
切
実
な
願
い
実
現
と
市
政
の
問
題

点
を
指
摘
。
予
算
特
別
委
員
会
、
常
任
委
員
会
な
ど
で
も
各

議
員
が
積
極
的
に
発
言
し
ま
し
た
。
安
井
議
員
の
代
表
質
問

（
写
真
＝
３
月
１
日
）
と
答
弁
の
骨
子
は
次
の
通
り
。 

次
の
項
目
を
質
問
し
ま
し
た
。 

問 

太
陽
光
発
電
な
ど
へ
の
市

独
自
補
助
を
。 

問 

新
年
度
予
算
は
財
政
が
少

し
豊
か
に
な
っ
た
。
無
駄
を
け
ず

り
、
中
学
校
通
院
医
療
助
成
事
業

は
55
万
円
、
拡
大
せ
よ
。
喜
ば
れ

て
い
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
も
５
千
万

円
だ
、
拡
大
す
べ
き
。 

問 

市
民
セ
ン
タ
ー
開
設
か
ら

１
年
、
今
後
の
在
り
方
は
。 

問 

新
庁
舎
建
設
は
あ
ま
り
に

も
急
で
広
く
市
民
の
声
を
聴
き
総

合
的
な
検
討
を
す
べ
き
だ
。 

問 

貴
生
川
保
育
園
・
幼
稚
園

問
題
は
、
大
阪
高
裁
へ
即
時
抗
告

が
な
さ
れ
て
お
り
裁
判
は
引
き
続

き
行
わ
れ
る
が
、
両
面
か
ら
考
え

て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
。
今
後
の

対
応
と
新
施
設
の
体
制
を
問
う
。 

 ●
市
長
・
教
育
長
の
答
弁
要
旨 

消
費
税
増
税
問
題
で
は
、
逆
進

性
は
認
め
た
も
の
の
税
そ
の
も
の

は
必
要
と
し
、
政
府
の
無
駄
の
見

直
し
は
不
十
分
と
答
弁
。
原
発
に

つ
い
て
も
安
全
性
に
万
全
を
期
す

こ
と
が
必
要
と
い
う
答
弁
で
問
題

あ
り
、
太
陽
光
発
電
補
助
は
考
え

て
い
な
い
。 

中
学
校
の
通
院
医
療
費
拡
大
は

今
後
も
検
討
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

に
つ
い
て
は
昨
年
度
と
同
額
。
市

民
セ
ン
タ
ー
は
「
ま
ち
の
保
健
室
」

開
設
な
ど
機
能
を
充
実
。
水
口
の

新
庁
舎
は
、
検
討
委
員
会
の
提
言

に
沿
い
技
術
的
な
検
討
を
行
い
、

具
体
案
を
提
案
す
る
中
で
議
会
や

市
民
の
声
を
聴
き
判
断
す
る
。 

認
定
こ
ど
も
園
は
４
月
１
日
時

点
、
入
園
予
定
者
308
人
、
13
ク

ラ
ス
編
成
、
担
任
は
33
人
を
予

定
。
開
園
前
に
３
者
で
の
話
し
合

い
を
実
施
す
る
。
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■日本共産党「無料法律相談」開設中■ 毎月第３水曜日午後７時から（予約制）お問合せは、各議員へ 

 

一
般
質
問
に
は
、
16
名
の
議
員
が
質
問
に
た
ち
ま
し
た
。
山
岡

光
広
、
小
松
正
人
、
小
西
喜
代
次
の
各
議
員
（
発
言
順
）
が
、
切

実
な
市
民
の
要
求
実
現
へ
実
態
調
査
を
も
と
に
迫
り
ま
し
た
。 

◆県立養護学校で学ぶ医療ケアが必要な

子どもの通学保障、◆国民健康保険制度の

改善へ（滞納に対する強権的な徴収と差押

え、一部負担金の減免拡充）、◆公共施設の

ゴミ収集と今後の課題、◆同和行政終結にむ

けた課題 

 ◆信楽高校分校化の白紙撤回を求める、

◆実態に見合った第 5 期介護保険事業計画

の策定を、◆信楽地域の公共交通の改善を、

◆高齢者に公共交通の無料制度の導入を求

める、◆国道307号バイパスの早期着工にむ

けての取り組みを 

 

 ◆傷みの激しい市道の補修整備、◆水口

町名坂地域の主要幹線道が凄まじい劣化状

態にある、緊急改修整備計画について問う、

◆市道松尾・東名坂線の道路改良、◆古城が

丘市営住宅の建設計画について 

 

問 

傷
み
の
激
し
い
市
道
、
整
備
の
あ
り
方
は
。

 

市
長 

整
備
基
本
計
画
を
２４
年
度
に
見
直
す
。

 

建
設
部
長 

今
後
の
道
路
計
画
は
、
優
先
順
位

を
定
め
て
い
る
が
、
危
険
度
の
増
し
た
市
道
は
、

順
位
を
見
直
し
、
予
算
確
保
で
補
修
対
応
す
る
。 

 

問 
名
坂
地
区
内
の
主
要
幹
線
「
名
坂
・
的
場

線
」
「
名
坂
線
」
「
名
坂
・
本
綾
野
線
」
は
、
路
面

の
段
差
、
横
断
溝
の
衰
損
劣
化
で
振
動
が
ひ
ど
い
。

主
要
３
路
線
の
緊
急
改
修
整
備
を
求
め
る
。 

 

建
設
部
長 

舗
装
段
差
と
振
動
で
近
隣
の
方
に

迷
惑
を
か
け
て
い
る
。
優
先
的
に
対
応
す
る
。 

 

問 

甲
賀
病
院
が
新
し
く
開
院
さ
れ
る
と
通
行

量
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
市
道
松
尾
・
東
名
坂

線
は
勾
配
が
急
で
狭
く
見
通
し
が
悪
い
。
路
盤
を

切
り
下
げ
道
路
の
拡
幅
、
南
側
の
歩
道
設
置
を
。 

 

建
設
部
長 

現
時
点
で
は
計
画
し
て
い
な
い
。 

 

問 

古
城
が
丘
市
営
住
宅
の
建
設
計
画
の
遅
延

理
由
は
何
か
。
入
居
す
る
高
齢
者
に
配
慮
し
た
低

家
賃
で
低
コ
ス
ト
の
木
造
住
宅
を
建
設
せ
よ
。 

 

建
設
部
長 

県
営
と
の
一
体
建
設
計
画
が
見
直

し
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
公
営
住
宅
法
の
改
正
で
、

整
備
基
準
は
市
の
裁
量
で
可
能
と
な
り
、
良
質
で

低
コ
ス
ト
の
可
能
性
を
探
る
。 

 

問 

木
造
建
て
の
先
進
事
例
は
あ
る
か
。 

 

建
設
部
長 

事
例
を
収
集
す
る
。 

 

問 

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
は
保
護
者

が
毎
日
県
立
養
護
学
校
に
送
迎
し
て
い
る
。
県
と
市

が
連
携
し
て
、
少
し
で
も
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
。

 

教
育
長 

ま
ず
は
県
が
福
祉
・
医
療
・
教
育
の
観

点
か
ら
課
題
を
整
理
さ
れ
、
要
請
が
あ
れ
ば
市
も
協

議
に
参
加
し
（
改
善
へ
）
検
討
し
て
い
く
。 

 

問 

こ
こ
数
年
差
押
え
が
急
増
し
て
い
る
。
国
保

税
な
ど
の
滞
納
者
に
対
す
る
差
押
え
の
場
合
、
給
与

は
一
定
額
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
預
貯
金

は
給
与
が
原
資
で
あ
る
こ
と
が
明
確
な
の
に
差
押

え
さ
れ
て
い
る
。
実
態
に
見
合
っ
た
改
善
を
。 

 

総
務
部
理
事 

滞
納
者
の
財
産
や
生
活
状
況
を

で
き
る
限
り
調
査
し
、
個
別
具
体
的
な
対
応
を
行
っ

て
い
る
。
差
押
え
処
分
の
財
産
調
査
で
、
預
貯
金
の

原
資
が
給
与
や
年
金
で
あ
っ
た
場
合
は
、
換
価
ま
で

に
一
定
の
期
間
を
設
け
、
生
活
費
を
確
保
す
る
な
ど

の
対
応
を
講
じ
て
い
る
。 

 

問 

国
保
の
一
部
負
担
金
の
減
免
、
利
用
は
？ 

 

市
民
環
境
部
長 

免
除
２
件
、
徴
収
猶
予
９
件
。

 

問 

厚
労
省
が
示
す
Ｑ
＆
Ａ
に
基
づ
き
拡
充
を
。

 

市
民
環
境
部
長 

拡
充
は
考
え
て
い
な
い
。 

 

問 

公
共
施
設
の
ゴ
ミ
収
集
で
の
不
正
事
件
を

機
に
、
随
意
契
約
の
見
直
し
、
直
営
化
を
。 
 

総
務
部
理
事 

可
燃
・
不
燃
・
資
源
ご
み
な
ど
な

ど
あ
り
、
す
べ
て
直
営
化
は
難
し
い
。 

問 

「
信
楽
高
校
を
守
る
会
」
で
は
４
月
に
県
に

要
請
を
予
定
さ
れ
て
い
る
。
市
長
と
し
て
県
へ
の
要

請
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

市
長 

新
年
度
早
々
に
要
望
し
た
い
。 

問 

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
整
備
計
画
は
必
要
な
方

が
入
所
で
き
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
か
。 

健
康
福
祉
部
長 

介
護
度
が
重
度
の
方
の
優
先

入
所
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
以
外
の
入
所
施
設

で
対
応
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。 

問 

信
楽
の
雲
井
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
の
小

型
バ
ス
の
運
行
、
雲
井
地
域
か
ら
長
野
へ
の
直
行
バ

ス
、
帝
産
バ
ス
増
便
要
望
の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。 

総
合
政
策
部
長 

新
た
な
コ
ミ
バ
ス
の
運
行
は

考
え
て
い
な
い
。
帝
産
バ
ス
増
便
要
望
に
は
連
係
時

刻
表
へ
の
掲
載
な
ど
側
面
的
支
援
を
行
う
。 

問 

高
齢
者
に
公
共
交
通
の
無
料
制
度
を
。 

総
合
政
策
部
長 

合
併
前
の
旧
信
楽
町
で
は
、

70
歳
以
上
の
高
齢
者
に
信
楽
高
原
鐵
道
の
回
数
券

を
交
付
し
て
い
た
が
、
合
併
時
に
廃
止
し
た
。
現
状

で
は
無
料
パ
ス
の
配
布
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。 

問 
国
道
３
０
７
号
バ
イ
パ
ス
へ
市
の
対
応
は
。 

市
長 
早
期
完
了
に
向
け
て
事
業
協
力
し
て
い

く
が
、
地
元
地
権
者
の
用
地
提
供
な
ど
が
何
よ
り
、

と
考
え
て
い
る
。

 未曾有の被害をもたらした東日本大震災・福島原発事

故から１年目の３月１１日、大津の膳所公園で「ばいば

い原発 守ろうびわ湖」と題して１０００人が集いまし

た。危険な原発をなくすことこそ最大の防災対策です。




